
エストニア出身、北欧各国の目立バレエ団でダンサーとして活躍後、

振付家'演出家・プロデューサー,指導者としての活動も展開している
Teet Kask氏が初乗日じ「都民芸術フェスティバル現代舞踊公演」に出

演します。

作品はダンテ『神出』に取材した『神聖なる喜劇』(『神曲』原題)で、

彼rま主人公ダン手に地獄を案内する詩人ウィルギリウス役として登場

する予定です。

作者の石黒節手は文化庁芸術祭費を2回 受賞という実績をもち、

海外で
|の/Ar湊も多数。洋の東西、古と未来整 今車的センスでブリ

ッジし、知1的なユーモアに霞む待風で、国内外で高い評価を得てい

ますと現在|お1茶|の,水女子大学審員教1授七
エストエアと日本との出1会いtそれはIKともkl氏と石黒、出演者達、
そしてお客‐様との人間同士の出会いに他なりません。
是非このライブステージの出会いに皆様もご参加ください。 Teet Kask tt Photo:Mark Ratdpere

平成18年 度 都 民芸術フェスティバル参加 現 代舞踊公演

2007年 3月 2日 (金)19時 開演/3日 (土)15時 開演

石 黒 節 子 作 品 『神 聖 な る 喜 劇 』
* ダブルキャストc Teet Kask氏は3日 (土)出演予定

会場 :東京芸術劇場 中 ホール (池袋西日) 入場料 :4,000円 (全自由席)*詳 しくは別紙チラシをご覧下さい。

Teet Kask

ダンサー/振付家/演出家/プ田デューサー

国立エス トニアオペラバレエ劇場、王立スウェーデン
バレエ団、国立ノルウェーバンエ団で活躍。1996年

からは振付家としても活動を開始。99年 、
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総覧は、98/99シ ーズンの彼の倉u作活動に対して 「傑
出したダンサー」とのタイ トルを与えた。同年、振付
作品
“
Ursula Xルはパ リで開催された国際振付ヨン

クールで最終審査に残る。
ロン ドンシティ大学およびラバンセンターで芸術振
付修士を修了。振付家としての Kaskは古典の美学と
モダンな表現との両方を、実験的構成の中で、自在に

扱い融合させる。クラシックバレ五とモダンダンスと
を統合する個性的なアーティス ト/振 付家/指 導者
である。

石黒節子

舞踊家、振付家、研究者

1974年より毎年ジサイタルを開催 し、85年 、87年文

化庁芸術祭賞受貿。89年 度文化庁特別派遣芸術家在
外研修員、93年 度文部省特別派遣在外研修員として

欧米を歴訪。海外公演をイタリア (ミラノ)、インド

(ボンベイ)、中国 (北京 ・上海)、韓国 (ノウル)、

英国 (ロンドン)、フランス (パジ)、 ドイン (ドレス

デン ・ベルリン)で 開催。 (文化庁国際芸術交流支援
事業を含む)

現在、国際宇宙ステーションでの 「飛天の舞」を準備
中。お茶の水女子大学客員教授。
これまでに、江戸や日本近代文学、古典の源氏物語に

取材しながらも西洋的感覚にも通じた 聯L」「羅生門」
「GENJI」といった代表作は特に評価され、海外でも

好評を得ている。


